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一
Ｎ
Ｔ
Ｔ
だ
よ
り

，

″●

て

ヽ
―

―
ヽ
―
ヽ

―
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ヽ
１
１

，，

「
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
プ
ラ
ザ
」
オ
ー
プ

ン

Ｎ
Ｔ
Ｔ
四
国
で
は
、
デ
ジ
タ
ル
通
信
機
器
に

加
え
て
、　
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
関
連
機
器
を
展
示

。
実
演
す
る

「
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
プ
ラ
ザ
」
を
、

五
月

一
九
日

（木
）
に
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
。

こ
の
プ
ラ
ザ
は
、
地
域

の
皆
様

に

「
マ
ル
チ

メ
デ
ィ
ア
時
代
」
を
理
解
し
て
頂
く

一
助

に
な

れ
ば
と
、
従
来

「
四
国
Ｉ
Ｎ
Ｓ
プ
ラ
ザ
」
の
名

称
で
、
デ
ジ
タ
ル
通
信
機
器
な
ど
を
展
示

。
実

演
し
て
い
た

ス
ペ
ー
ス
を
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
、

展
示
機
器
の
充
実
を
図

っ
た
も
の
で
す
。

最
近
話
題
に
な

っ
て
い
る
Ｐ
Ｈ
Ｓ

（簡
易
携

帯
電
話
）
を
展
示
し
て
、
ご
利
用
体
験
を
し
て

頂
く
の
を
始
め
、
今
後
登
場
し
て
く
る
各
種
機

器
が
、
順
次
展
示
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま

す
。
〈
ご
来
館
く
だ
さ
る
方

へ
の
ご
案
内
〉

▽
平
日
は
九
時
～
五
時
三
〇
分
ま
で

▽
土
曜
は
九
時
～
正
午
ま
で

日
曜
、
祝
日
は
休
館
と
な

っ
て
い
ま
す
。

営
業
窓
口
の
統
合
再
編

Ｎ
Ｔ
Ｔ
四
国
支
社
で
は
、
六
月
九
日
、
１
表

の
通
り
、
営
業
窓
口

（現
在
六

一
カ
所
）
を
三

五
カ
所
に
統
合
再
編
す
る
旨
発
表
し
た
。

実
施
時
期
は
、
平
成
六
年

一
二
月

一
日
を
予

定
し
て
い
る
。

そ
こ
で
、
千
葉
Ｎ
Ｔ
Ｔ
四
国
支
社
長
か
ら
の

「
Ｎ
Ｔ
Ｔ
営
業
所
閉
店
の
お
知
ら
せ
」
を
、
次

）

に
ご
紹
介
し
て
、
会
員
の
皆
様

へ
の
理
解
資
料

と
し
、
ご
支
援
を
お
願
い
す
る
次
第
。

◇

日
頃
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
を
ご
利
用
頂
き
誠
に
有
り

難
う
ご
ざ

い
ま
す
。

さ
て
、
弊
社
も
民
営
化
後
九
年
が
経
過
し
、

そ
の
間
、
経
営
改
善
を
進
め
る

一
方
で
、
通
話

料
金
の
値
下
げ
、
新
商
品
の
開
発
な
ど
、
お
客

様
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
地
域
社
会

の
発
展
に
努

め
て
参
り
ま
し
た
。

一
方
、
ご
注
文
手
続
き
は
、
電
話
で
簡
単
に

済
ま
せ
た
い
と
い
う
お
客
様

の
ご
要
望
に
応
え
、

今
で
は
そ
の
殆
ど
が

一
一
六
電
話
受
付
で
承
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
電
話
料
金
に

つ
き
ま
し
て
は
、
大
半

の
お
客
様

に
口
座
振
替
を
ご
利
用
頂
い
て
お
り

ま
す
し
、
金
融
機
関
、
郵
便
局
の
他
、　
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
も
お
支
払

い
願
え
ま
す
の

で
、
お
客
様

に
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
営
業
窓
ロ

ヘ
ご
来
店

頂
く
機
会
は
、
年
々
少
な
く
な

っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
長
ら
く
ご
愛
顧
頂

き
ま
し
た
営
業
窓
口
を
、
平
成
六
年

一
一
月
末

を
以
て
閉
店
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の

ご
愛
顧
を
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
は
、
お
客
様
宅

へ
の
訪
間
に
よ
る

コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
活
動
を
充
実
す
る
と
と
も
に
、

営
業
窓
口
を
閉
店
さ
せ
て
頂
く
地
域
に
お
き
ま

し
て
は
、
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
参
り
ま
し
た

御
用
聞
き
活
動
を
、
継
続
し
て
行
い
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
電
話
に
関
す
る
各
種
ご
注
文

。
ご
相

談
は
、　
一
Ｉ
ハ
電
話
受
付
で
承
り
ま
す
が
、
統

合
先
支
店

（２
表
）
で
ご
案
内
さ
せ
て
頂
く
こ

と
に
な
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
◇

(2表)統合再編す る営業窓 口

な
お
、
そ
の
他
の
経
営

通
信
設
備
の
保
守
業
務
の
改
善
施
策
と
し
て
、

集
約
、
故
障
修
理
業

(1表)統 合再編後の営業窓 口

統合再編する営業窓口 統 合 先

愛援県

三津浜営業所

山越営業所

久万営業所

槽山支店

=和
営業F 八悟浜支店

川之江営業所 千言浜支店

香川県

三条営業所

讃岐三木営業所

内海営業所

NTTI  ※

言ti=

琴平営美子

善通寺言美「=

高瀬営業所

■亀支
=

徳島県

17‐ 野営業所

石丼営業所

徳島SS
==貢 =

小li島営業所

阿波勝浦営業所

丹生谷営業所

日和佐営業所

阿南支店

高知県

東営業所

l■野営業所

土佐営業所

i佐 山田営業所

ホ岡営業所

嶺北営業所

高知支店

窪川営業所 ■41中村支店

合 計 26拠点

(注)Xは、ショールーム中しの利活用を図ります。

県  名 営 業 窓 口

愛 媛 県

(3)

II_山 支 店 、 伊 予 営 業 所 、
北 条 営 業 所
八 幡 浜 支 店 、 大 洲1営 業 所
宇 和 島 支 店 、 御 荘 営 業 所
今 治 支 店 、 壬 生 川 営 業 所 、
伯 方 営 業 所
新 居 浜 支 店 、 西 条 営 業 所
伊 予 三 島 営 業 所

香 ′ 県

(6)

高松 支 店 、 三 本 松 営 業 所
土 庄 営 業 所
丸 亀 支 店 、 坂 出 営 業 所
観 音 寺 営 業 所

徳 島 県

(7)

徳 島 支 店 、 13門 営 業 所 、
鴨 島 営 業 所
阿 南 支 店 、 牟 岐 営 業 所
|・T波 池 田 支 店 、 脇 口I営業 所

高 矢口県

(9)
所

所ヽ

業

所
業
営

　

所

業
営

毛
　

業

営

川
宿

　

営

崎
佐

所ヽ

戸

須

店ヽ

業

室

所ヽ

支
営

ヽ

店
業

村

水
店

支
営

中

清

支

知
国
佐

佐

芸

高
南

土
土
安

合  計 35拠 点
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務
及
び
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
の
販
売
業
務
の
グ

ル

ー
プ
会
社

へ
の
移
行
、
電
話
の
新
設

・
移
転
等

業
務

の
シ
ス
テ
ム
化
、
番
号
案
内
事
業
所
の
集

約
等
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。

決
算
短
信

⌒平
成
六
年
二
月
期
）

Ｎ
Ｔ
Ｔ
は
、
五
月
二
七
日
、
決
算
短
信
を
発

表
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
に
よ
り
ま
す
と
、
当
期

の
業
績

の
概
況
は
次
の
通
り
で
す
。

◇
電
気
通
信
市
場
に
お
い
て
は
、
景
気
低
迷
の

影
響
な
ど
か
ら
、　
一
般
加
入
電
話
の
販
売
は
低

調
で
あ

っ
た
が
、
全
体
と
し
て
通
信
需
要
は
堅

調
に
推
移
し
て
い
る
。

◇
大
幅
な
料
金
値
下
げ

の
実
施
や
新
サ
ー
ビ
ス

の
販
売
開
始
な
ど
、
事
業
者
間
の
競
争
は

一
段

と
厳
し
さ
を
増
し
た
が
、　
一
方
で
、
高
度
な
端

末
や
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
し
て
、
映
像
や
音
声

な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
や
り
と
り
す
る
、

い
わ
ゆ
る

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ァ
が
、
今
後
の
成
長

分
野
と
し
て
大
き
く
ク

ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る

な
ど
、
情
報
通
信
に
対
す
る
期
待
感
は
高
ま

っ

て
い
る
。

◇
そ
う
し
た
な
か
で
、
良
質
で
安
定
し
た
電
気

通
信
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
る
と
と
も
に
、

競
争
力
の
強
化
と
経
営
の
効
率
化

・
合
理
化
を

進
め
、
さ
ら
に
、
本
格
的
な

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ァ

時
代

の
到
来
に
向
け
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
を
行

っ
て
き
た
。

一　

昨
年
の

一
〇
月
に
は
、
他
事
業
者
と
の
料

金
格
差
の
解
消
を
目
指
し
、
市
外
通
話
料
金

を
大
幅

に
値
下
げ
し
た
。

一
一　
昨
年

一
一
月
に
は
、
市
外
通
話
料
金
の
月

極
割
引
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る

「
テ
レ
ワ
イ
ズ
」

を
、
本
年
二
月
に
は
、
企
業
内
ネ

ッ
ト
ワ
ー

ク
を
簡
易
に
構
築
で
き
る

「
メ
ン
バ
ー
ズ
ネ

ッ
ト
」
を
販
売
開
始
す
る
と
と
も
に
、
お
客

様
満
足
度
向
上
活
動
を
推
進
す
る
な
ど
、
競

争
力
の
強
化
に
努
め
、
よ
り
多
く
の
お
客
様

に
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
、
営
業
活
動
を

積
極
的

に
展
開
し
た
。

〓
一　
こ
う
し
た
サ
ー
ビ

ス
面
で
の
競
争
に
対
応

す
る
と
と
も
に
、
営
業
力
の
強
化
を
図
る
た

め
、
昨
年
七
月
に
は
、
本
社
組
織
を

「
営
業

本
部
」
、

「
法
人
営
業
本
部
」
、

「
サ
ー
ビ

ス
生
産
本
部
」
、

「
研
究
開
発
本
部
」
の
四

本
部
を
主
体
と
し
た
体
制
に
再
編
し
、
サ
ー

ビ

ス
開
発
か
ら
販
売
、
保
守
ま
で
を
、
お
客

様
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
迅
速
に
実
施
で
き
る

よ
う
に
し
た
。

四
　

一
方
、
前
期
に
引
き
続
き
、　
一
般
経
費
の

抑
制
や
建
設
工
事

の
効
率
化
な
ど
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、
事
業
拠
点

の
統
廃
合
、
首
都

圏

へ
の
広
域
異
動
を
含
む
配
置
転
換
、
設
備

の
調
査

。
点
検
業
務
な
ど
の
グ

ル
ー
プ
会
社

へ
の
移
管
を
進
め
て
、
新
規
採
用
の
抑
制
、

希
望
退
職
の
実
施
な
ど
徹
底
し
た
経
営
の
効

率
化

・
合
理
化
を
行

っ
た
結
果
、
従
業
員
数

は
二

一
万
六
千
人
と
な
り
、
平
成
六
年
度
末

を
予
定
し
て
い
た
二
三
万
人
体
制
を
、　
一
年

繰
り
Ｌ
げ
て
実
現
す
る
事
が
で
き
た
。

五
　
さ
ら
に
、
海
外
に
お
け
る
事
業
展
開
に
も

精
力
的
に
取
り
組
み
、
初

の
海
外
に
お
け
る

大
型
事
業
で
あ
る
タ
イ
国
電
話
増
設
事
業
で

は
、
昨
年
五
月
に
着
工
し
、　
一
〇
月
に
電
話

回
線
の

一
部
開
通
の
運
び
と
な

っ
た
の
を
は

じ
め
、
本
年

一
月
に
は
、
米
国
の
移
動
通
信

）事
業
者
で
あ
る
、
ネ
ク
ス
テ
ル
社

へ
資
本
参

丁
す
る
こ
と
と
し
、
米
国
の
電
気
通
信
事
業

へ
の
参
一コ
を
果
た
し
た
。

工（
　
諸
外
国
の
動
き
を
展
望
し

つ
つ
、
今
後
の

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ァ
時
代
を
リ
ー
ド
し
て
い
く

た
め
、
本
年

一
月
に
は
、　
一
マ
ル
チ
メ
デ
ィ

ア
時
代
に
向
け
て
の
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
基
本
構
想
」

を
発
表
す
る
と
と
も
に
、
本
年
二
月
に
は
、

「
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
推
進
室

」
を
新
設
し
た
。

ま
た
、
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
の
検
討
及
び
ノ

ウ

ハ
ウ
や
ソ
フ
ト
面
で

の
蓄
積
を
図
る
た
め
、

米
国
の
ジ

ェ
ネ
ラ
ル

・
マ
ジ

ッ
ク
社
や

マ
イ

ク

ロ
ソ
フ
ト
社
と
提
携
す
る
こ
と
を
決
定
し

た
。

七
　
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
い
つ
つ
、
将

来

に
わ
た

っ
て
安
定
し
た
事
業

の
発
展
を
期

す
る
た
め
に
は
、
料
金
体
系
を
サ
ー
ビ
ス
毎

の
費
用
構
造

に
見
合

っ
た
も

の
に
す
る
こ
と

が
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
の

一
環
と
し
て
、
昨

年

一
〇
月
に
公
衆
電
話
料
金
の
改
定
を
実
施

し
、
ま
た
、
長
距
離
系
事
業
者
と
の
接
続
料

金
に
つ
い
て
も
、
本
年
四
月
ょ
り
費
用
に
見

合

っ
た
適
正
な
も
の
に
す
る
こ
と
で
、
他
事

業
者
と
合
意
し
た
。

さ
ら
に
、
本
年
二
月

に
は
、
基
本
料
金
及

び
番
号
案
内
料
金
の
改
定
を
認
可
申
請
し
た
。

◇
以
上
の
よ
う
な
経
営
努
力
を
行

っ
て
き
た
が
、

景
気
低
迷
の
長
期
化
や
市
外
通
話
料
金
の
大
幅

値
下
げ
な
ど
の
影
響
に
よ
り
、
当
期
の
営
業
収

益
は
五
兆
八
、
〇
九
〇
億
円

（前
期
比

一
。
四

％
減
）
、
経
常
利
益
は

一
、
〇
九
四
億
円

（前

期
比
五
六
％
減
）
、
当
期
利
益
は
四

一
四
億
円

⌒前
期
比
七
四

・
五
％
減
）
と
な

っ
た
。
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Ｎ
Ｔ
丁

。
Ｏ
Ｂ
サ
ロ
ン
の
ご
案
内

Ｎ
Ｔ
Ｔ

。
Ｏ
Ｂ
サ

ロ
ン
は
、
退
職
者
の
福
祉

増
進
策
の

一
環
と
し
て
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
ご
好
意
に

よ
り
施
設
、
備
品
等
を
ご
提
供
頂
き
、
テ
ル
ウ

ェ
ル
が
運
営
を
お
引
き
受
け
し
て
い
る
施
設
で

す
。平
成
五
年
度
の
県
庁
所
在
地
四
サ
ロ
ン

（か

つ
や
ま
、
た
ま
も
、
び
ざ
ん
、
お
び
や
ま
ち
）

の
利
用
人
員
は
、
延
べ
約

一
万
八
千
人

（
一
日

平
均
で
は
約

一
六
人
）
で
、
前
年
度
よ
り
約
二

千
人

（
一
日
平
均
で
は
約
二
人
）
増
加
し
て
い

ま

す
。
な
お
、
サ

ロ
ン
別
に
見
た

一
日
平
均
利
用
人

員
は
、

「
た
ま
も
」
が
約
二
五
人
と
最
も
多
く
、

「
び
ざ
ん
」
が
約
七
人
と
少
な
く
な

っ
て
い
ま

す
。し
か
し
、

「
び
ざ
ん
」
は
昨
年
の

一
〇
月
か

ら
弓
町
二
丁
目

（
旧
緑
風
荘
跡
）
に
移
転
し
、

次
第

に
利
用
人
員
が
増
え
て
い
ま
す
。

テ
ル
ウ

ェ
ル
四
国
支
部
で
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ

。
Ｏ

Ｂ
サ

ロ
ン
が
退
職
者

の
憩

い
と

コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー

シ

ョ
ン
の
場
と
し
て
、
ま
た
各
種
サ
ー
ク
ル
等

文
化
活
動
の
場
と
し
て
、
ご
利
用
願
え
る
よ
う

努
め
て
お
り
ま
す
。

湯
茶

の
設
備
も
ご
ざ

い
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

曰口「三クっサ活‐動クーこ咋『「ｋつ』̈
れ‐ヵヽ」

Ｎ

Ｔ

Ｔ

及

び

Ｎ

Ｔ

Ｔ

グ

ル

ー

プ

。
Ｏ

Ｂ

の

サ

ー
ク
ル
活
動
の
状
況
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
ま
す
と
、
前
年
度
よ
り
四
サ
ー

ク
ル

（愛
媛
の
俳
画
ク
ラ
ブ
、
徳
島

の
か
ぐ
や

姫
、
ち
ぎ
り
絵
サ
ー
ク
ル
、
さ
く
ら
員
）
増
え
、

会
員
が
約
六
〇
名
も
増
え
て
、
現
在
、
三

一
サ

ー
ク
セ
´ヽ

　
一
、　
一
四
八
名
の
会
員
が
活
動
し

て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

テ
ル
ウ

ェ
ル
四
国
支
部
で
は
、
退
職
者
の
皆

様
の
充
実
し
た
生
活
に
役
立

つ
よ
う
、
さ
さ
ゃ

か
で
は
あ
り
ま
す
が
、
資
金
援
助
を
さ
せ
て
頂

い
て
お
り
ま
す
。

次
表

の
よ
う
に
、
多
彩
な
サ
ー
ク
ル
が
活
動

し
て
い
ま
す
の
で
、
あ
な
た
も
何
か
始
め
て
み

ま
せ
ん
か
、
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

今
、
生
ま
れ
ま
し
た
。

です。テ
ル
ウ
ェ
ル
ケ
ー
タ
ー

リ

〓
詈

詈

重

重

重

雲

董

詈

曇

董

詈

重

曇

詈

董

≡

塾
蒟

口
ｍ
古
同

テ
ル
ウ

ェ
ル
ケ
ー
タ
ー
の
ご
案
内

今
年
四
月
、
テ
ル
ウ

ェ
ル
に
新
し
く
誕
生
し

ま
し
た
。

▽
イ
ベ
ン
ト
の
企
画

・
運
営
Ｏ
Ｋ

イ
ベ
ン
ト
は
、
目
的
や
形
式
は
様
々
で
も
、

お
集
ま
り
頂
い
た
お
客
様
に
は
、

「
心
の
こ

も

っ
た
お
も
て
な
し
」
で
、
ご
満
足
頂
き
た

い
も
の
ぃて
す
。

テ
ル
ウ

ェ
ル
ケ
ー
タ
ー
ぃて
は
、
お
料
理
や

お
飲
物
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
パ
ー
テ
ィ
ー

の
企
画
立
案
か
ら
設
営
、
開
催
ま
で
、
責
任

を
も

っ
て
お
手
伝
い
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

ま
た
、
名
簿
、
案
内
状
、
お
礼
状
か
ら
当

日
の
受
付
な
ど
、
下
準
備
も
お
引
き
受

け
致

し
ま
す
。

―
例
え
ば

こ
ん
な
時

に
―
‐

★
創
立
記
念

日
　
　
○
○
記
念
目

★
顧
客
招
待
パ
ー
テ
ィ
ー
　
○
○
祭
り
等

▽
宴
会
の
出
張
サ
ー
ビ
ス
Ｏ
Ｋ

ホ
ー
ム
パ
ー
テ
ィ
ー
に
は
、
食
器
、
テ
ー

ブ

ル
、
ク

ロ
ス
、
座
布
団
な
ど
、
ご
要
望
に

応
じ
て
無
料
で
ご
用
意
致
し
ま
ま
す
。

ま
さ
に
、

「
主
婦
ら
く
ら
く
」
の
サ
ー
ビ

ス
で
す
か
ら
、
奥
様
も
安
心
し
て
会
話

の
中

に
入
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

―
例
え
ば

こ
ん
な
時

に
―
‐

★
長
寿

の
祝
賀
会
　
　
誕
生
祝

★
七
五
三
　
　
ひ
な
祭
り
　
　
ご
法
要
等

ご
相
談

。
ご
用
命
は
お
電
話
で
、
テ
ル
ウ

ェ

ル
ケ
ー
タ
ー
担
当
、
金
子
、
吉
田

へ
。

ａ
　
〇
八
九
九
―
三
二
―
九
九
六

一

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
Ｏ
八
九
九
―
四
五
―
三
二
六
九

）
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テルウェル四 Tl支部福祉センター

県 別 サークル 代表者名 連 絡 先 会員 会費 (円 ) 活  動  紹  介

愛媛

勝 謡 会 勇士 一敬 岡日1 秀 ´
L176-0022

49名 語曲 ,]1,300

仕舞 月1,300

両方 月2,300

毎月 1可以上、サロン「かつやまJにて、観世流謡曲の習
得。段・級にこだわらず自由な雰囲気で、古典芸能の真髄
にアプローチ。

日尾クラブ 西本寿恵一 杉野 芳弘
「e175-4300

58名 + 1,ooo 心のつながりを大 tlJに する、久米地区の仲良しクラブ。

話 友 会
(民 踊 )

田房ヨシノ 山下 里江
Ъ175-3740

14名 月   2,000 毎週水1翌 日、第2・ 第4令曜Hの 13時30分～2時間.民語
に合わせて楽しく体を311か し、健lrK増進を。

愛曖円碁同

好会

松本 義則 菅  常一
Ъ124-5338

82名 会の都度
1,00o

偶数月の第 4t曜 日に碁会。サロン「かつやま」で腕を磨

軟式庭球ク

ラブ

玉本  昇 I本  昇
Ъ172-1588

27名 年   2,000 堀之内市営コートで、よい汗をかいています。

友佳里俳句

会

仲谷  l17 仲谷  昭
Te122-3144

21名 会の都度

300

毎月、第 2土曜日の13時～。俳句結ネtに 関係なく誰でも参
加歓迎。

えひめ歩こ

う会

流 徳太郎 山本 書∫彦
Te156-4411

115名 均F     l,000 歩 くことにより健康を保ち、会員相互の語らいの機会とす

る。

将棋クラブ 松本 義則 長野  武
Ib173-4610

1あ本  亘
lb15 1-4124

24名 年   1,200
会の都度

1,000

奇数サ1の第 4土曜日に例会。高野武久先生指導。

ゲー トボー

ルクラブ

大野 正治 大野 JT治
Ъ175-7004

32名 ++ 1,000 毎月4「 l以上練習。健康増進と親H在を。

吟友クラブ 香i可 喜雄 香河 喜オ
「

Te131-0033

13名 月   2,000 毎週火1麗 H、 15時 30分 ～ 2時間。四季の大会を日標に稽占c
清朗流 (本部堀江)。

計吟研究会

(吟研会)

桧垣 加行 栓IF 加行
T・152-0888
j「 ノロ静子

Ъl1 3-5209

12名 月   1,000 毎週木曜日、10時～2時間。漢詩等の吟詠と詩文の歴史的
研究。

社交ダンス

愛好会

五藤 哲雄 雄

２４

折
口
６８一

藤

５２

五

翻

33名 月   1,000 毎週上1震 H、 13時 ～3時間。カラオケて踊る楽しさ|ま格別
`

初めての人が 6割。

俳画クラブ 北  哲朗 藤本 迪雄
Ъ174-198()

13名 月   1,500 月 1口 1例会。IE趣 を受する人の俳画会.

香川

香川円碁同

好会

清水 健市 清水 健市
ib188-1848

53名 会の都度

1,000

2カ 月に 1回 の害1で例会。サロン「たまも」で錬磨向上と

親睦を。

園芸クラブ 笠原 千弘 久米 忠夫
Ъ181-2233

91名 + 1,500 園芸愛好者の技術向 卜。講習と観賞、健康と親睦に恰好。

俳画クラブ 中山 忠彦 中山 忠彦
■141-0365

13名 月   1,000 毎月例会。俳画愛好者の技能向 卜。

=、

るさとを

歩く会

久米  実 榎本 幸男
■186-7060

102名 年   1,000 郷tの 自然と歴史を見学して歩く。健康増進に最適。

(注 )平成 6年 6月 現在。

サークルのご案内 (愛媛・香川 )
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健 |

康

の
ペ
―

ジ

一

大

腸
　
癌

Ｎ
Ｔ
Ｔ
松
山
病
院
第
二
内
科
部
長

山
本
　
博
士

■
〓
■
一一一■
一■
一一一̈一一■
一一　
わ
が
国
で
は
、
昭

一
和
五
六
年
以
降
、
癌

一
が
死
因
の
第

一
位
を

一
し
め
て
お
り
、
現
在
、

一
約
四
人
に

一
人
が
癌

一
で
死
亡
し
て
お
り
ま

油
■
＋
＝
＝
■
■
”一̈＝
一̈一一̈一＝
す
ｏ
癌
死
の
中
で
最

も
多
い
の
は
胃
癌
で
す
が
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

の
欧
米
化
と
と
も
に
、
わ
が
国
で
も
大
腸
癌

・

肺
癌

・
乳
癌
が
、
急
増
し
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
癌
死
の
増
加
を
背
景
に
、
厚
生
省

は
癌
の
早
期
発
見
の
た
め
、
健
康
診
断
と
か
人

間
ド
ッ
ク
に
力
を
入
れ
、
国
民
の
皆
様
に
も
徐

々
に
健
康
意
識
が
浸
透
し

つ
つ
あ
り
ま
す
。

も
と
も
と
癌
と
言
う
病
気
は
、
自
覚
症
状
に

乏
し
い
病
気
で
あ
り
、
特
に
早
期
癌
と
も
な
れ

ば
、
ほ
と
ん
ど
症
状
は
な
い
と
言

っ
て
も
過
言

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
、
癌
に
対
し
て
早

期
治
療
を
行
う
た
め
に
は
、
癌
が
自
覚
症
状
を

呈
し
て
、
患
者
さ
ん
が
病
院
を
受
診
す
る
の
を

待

つ
の
で
は
な
く
、
こ
ち
ら
か
ら
積
極
的
に
癌

を
探
す
、
健
康
診
断
と
か
人
間
ド
ッ
ク
と
か
が

非
常
に
大
切
に
な

っ
て
く
る
の
で
す
。

現
在
実
施
さ
れ
て
い
る
人
間
ド
ッ
ク
で
は
、

厚
生
省
の
指
針
で
、
頻
度
の
高
い
胃
癌

・
肺
癌

。
肝
臓
癌

。
大
腸
癌

。
子
宮
癌

。
乳
癌
等
を
検

）

索
す
る
検
査
が
も
り
こ
ま
れ
て
お
り
ま
す
が
、

他
の
癌
検
診
が
直
接
癌
そ
の
も
の
を
発
見
し
よ

う
と
す
る
検
査
で
あ
る
の
に
対
し
、
大
腸
癌
だ

け
は
、
直
接
、
癌
を
み

つ
け
る
検
査
を
行
わ
ず
、

便
を
介
し
て
間
接
的

に
癌
を
探
し
て
い
る
の
が

実
情
で
す
。

例
え
ば
、
胃
は
胃
透
視
、
肺
は
胸
部

レ
ン
ト

ゲ

ン
検
査
、
肝
は
腹
部
超
音
波
検
査
な
ど
に
対

し
、
大
腸
は
便
鮮
血
反
応
と
い
う
具
合
で
、
便

に
血
液
が
混
じ

っ
た
ら
癌
も
否
定
で
き
な
い
の

で
精
密
検
査
を
受
け
る
様
指
導
さ
れ
ま
す
。
即

ち
、
人
間
ド

ッ
ク
等
で
直
接
大
腸
癌
が
発
見
さ

れ
る
こ
と
は
、
ほ
と
ん
ど
な
い
と
い
う
の
が
実

情
で
す
。

そ
れ
で
は
、
自
覚
症
状
は
ど
う
で
し
ょ
う
。

先
程
述
べ
た
様

に
、
癌
は
自
覚
症
状
に
乏
し
い

病
気
な
の
で
す
が
、
強

い
て
あ
げ
る
と
す
れ
ば
、

腫
瘍
か
ら
の
出
血
、
粘
液

の
分
泌
や
頻
便
、
便

泌
、
排
便
困
難
、
下
痢
や
裏
急
後
重

（注
）
、

肛
門
痛
、
そ
の
他
と
な
り
ま
す
。　
一
般
的
に
大

腸
癌
は
発
育
が
緩
徐
で
、
か
な
り
の
進
行
癌
に

な
る
ま
で
自
覚
症
状
は
乏
し
い
の
で
す
。
か
な

り
進
展
し
て
、
例
え
ば
肝
臓
や
肺

へ
の
転
移
が

先
に
み

つ
か
り
、
よ
く
調
べ
る
と
原
発
が
大
腸

癌
で
あ
る
こ
と
が
、
後
か
ら
発
見
さ
れ
る
こ
と

も
し
ば
し
ば
で
す
。

大
腸
癌
の
検
査
方
法
と
し
て
は
、
肛
門
か
ら

バ
リ
ウ
ム
を
注
入
す
る
注
腸
Ｘ
線
二
重
造
影
お

よ
び
大
腸
内
視
鏡
検
査
が
あ
り
ま
す
。　
一
般
的

に
人
間
ド

ッ
ク
な
ど
は
重
要
性
が
充
分
理
解
さ

れ
て
お
り
、
受
検
さ
れ
る
方
も
多
い
の
で
す
が
、

精
密
検
査
と
な
る
と
や
や
も
す
れ
ば

二
の
足
を

踏
む
方
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

最
近
、
著
名
人
の
方
が
大
腸
癌

の
手
術
を
受

け
た
と
い
う

ニ
ュ
ー
ス
が
、　
マ
ス
コ
ミ
を
通
じ

て
報
道
さ
れ
、
若
千
、
精
密
検
査
を
受
け
ら
れ

る
方
が
増
え
て
い
る
よ
う
に
も
思
い
ま
す
が
、

ま
だ
ま
だ
受
検
率
は
、
低
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

現
在
で
は
、
内
視
鏡
お
よ
び
Ｘ
線
診
断
学
の

進
歩

に
伴
い
、
早
期
大
腸
癌
が
多
く
発
見
さ
れ

て
お
り
、
胃
と
同
じ

レ
ベ
ル
で
、
５
ミ
リ
以
下

の
微
小
癌
の
診
断
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
て

い
ま
す
。
確
か
に
、
大
腸
癌
の
精
密
検
査
は
前

処
置
か
ら
合
わ
せ
る
と
、
時
間
も
か
か
る
し
、

あ
ま
り
楽
な
検
査
で
は
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
現
実

に
大
腸
癌
の
頻
度
が
増
加
傾

向
に
あ
る
現
在
、
早
期
発
見
、
早
期
治
療
の
た

め
に
、
人
間
ド

ッ
ク
等
で
少
し
で
も
疑

い
が
あ

っ
た
な
ら
、
積
極
的
に
精
密
検
査
を
受
け
る
よ

う
に
し
ま
し

ょ
う
。
ま
た
、
特

に
予
防
策
と
い

う
訳
で
は
な
い
の
で
す
が
、
普
段
か
ら
暴
飲
暴

食
を
避
け
、
脂
質
は
控
え
目
に
し
、
自
己
の
健

康
管
理
を
し

っ
か
り
と
し
ま
し

ょ
う
。

（注
）
さ

っ
き
大
便
に
行

っ
た
の
に
、
ま
た
す

ぐ
に
行
き
た
く
な
る
こ
と
。
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〓

桑
督

ξ
‥

３

予鎌
ξ
豪
稀

次

の
方

々
は
生
前

の
ご
功
績

に
よ
り
、
死
亡

の
日
を
も

っ
て
叙
位
叙
勲

の
栄

に
浴
さ
れ
ま
し

た
。故

坂

田

　

　

武

様

正

七

位

勲

五

等

旭

日

章

故

横

井

　

秀

夫

様

正

六

位

勲

五

等

旭

日

章

故

菊

池

　

勝

明

様

勲

六

等

旭

日

章

故

岡

本

真

壽

海

様

正

七

位

勲

六

等

瑞

宝

章

故

泉

　

　

英

一
様

正

七

位

勲

六

等

瑞

宝

章

故

士
口
田

　

丸

蔵

様

正

七

位

勲

六

等

瑞

宝

童

故

夏

井

　

嗣

夫

様

勲

六

等

瑞

宝

章

故

中

川

　

勝

紀

様

従

六

位

勲

六

等

瑞

宝

章

年
金
改
正
法
案

に
つ
い
て

六
月
に
な
る
と
、
四
月
か
ら
受
け
取
る
年
金

額
が
気
に
な
り
ま
す
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
年
金

。
医
療
保
険

セ
ン
タ

（長
野
市
）

へ
、
今
年
の
改
定
額
を
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、

各
年
金
受
給
者

に
対
す
る
年
金
額
改
定
通
知
書

は
、
現
在
発
送
準
備
中
で
、
六
月
上
旬

に
は
手

元
に
届
く
だ
ろ
う
と
の
返
事
で
し
た
。

な
お
、
引
き
上
げ
額
で
す
が
、
今
年
の
物
価

上
昇
率
は

一
。
三
％

（昨
年
は

一
。
六
％
）
と

の
こ
と
、
こ
の
率

に
従

っ
て
、
各
人
の
ベ
ア
額

が
計
算
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
本
年
は
公
的
年
金
の
財
政
再
計
算

の

年
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、

「
年
金
改
正
法
案
」

の
行
方

⌒
一
〇
月
の
ベ
ア
）
が
気

に
な
り
ま
す
。

新
間
の
報
道
に
よ
れ
ば
、

「
六
月
三
日
に
も

衆
院
厚
生
委
員
会
で
法
案

の
趣
旨
説
明
が
行
わ

れ
る
見
通
し
に
な

っ
た
」
と
の
こ
と
、
国
会
会

期
末
も
近
い
こ
と
か
ら
、
そ
の
行
方
に
注
目
し

て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
既
に
新
聞
等
で
報
じ
ら
れ
て
い
る

厚
生
年
金

（共
済
年
金
は
厚
生
年
金
に
追
従
し

て
、
同
じ
内
容
で
改
正
さ
れ
る
）
に

つ
い
て
、

改
正
法
案
の
概
要
を
列
挙
し
て
み
た
い
と
思
い

ま
す
。

ｏ
年
金
水
準
の
見
直
し

年
金
の
給
付
水
準
は
、
五
年
毎

の
公
的
年

金
の
財
政
再
計
算

の
度
に
、
五
年
間
の
現
役

の
賃
金
の
伸
び
に
合
わ
せ
て
引
き
上
げ
ら
れ

て
き
ま
し
た

（今
後
も
、
毎
年
の
物
価
上
昇

に
伴
う
年
金
の
自
動

ス
ラ
イ
ド
に

つ
い
て
は

変
更
あ
り
ま
せ
ん
）
が
、
改
正
法
案
で
は
、

引
き
上
げ
幅
を

こ
れ
ま
で
の
名
目
賃
金
の
伸

び
か
ら
税
金
、
社
会
保
険
料

の
負
担
を
差
し

引

い
た
手
取
り
額

（可
処
分
所
得
）
の
伸
び

に
合
わ
せ
て
引
き
上
げ
る
よ
う
に
な

っ
て
い

ま
す
。

ｏ
遺
族
年
金
の
併
給
調
整

の
緩
和

共
稼
ぎ
の
女
性
で
夫
が
死
亡
し
た
場
合
、

現
在
は
、
自
分
の
老
齢
基
礎
年
金
の
他
に
、

夫

の
遺
族
年
金
と
自
分
の
老
齢
厚
生
年
金
を

比

べ
て
、
ど
ち
ら
か
を
選
択
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
働

い
て
き
て
自
分

の
厚
生
年

金
の
あ
る
女
性
が
遺
族
に
な

っ
た
場
合
、
自

分
の
年
金
を
放
棄
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ケ

ー
ス
が
あ
り
、
不
満
が
あ
り
ま
し
た
が
、
今

回
の
改
正
法
案
で
は
、
現
在
の
選
択

の
方
法

ヽ
に
加
え
て
、
夫

の
年
金
の
半
分
と
自
分
の
年

金
の
半
分
を
合
算
し
た
額
も
合
め
て
比
較
し
、

一
番
有
利
な
金
額
が
選
択
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

ｏ
在
職
老
齢
年
金
の
改
善

六
〇
歳
か
ら
六
四
歳
ま
で

の
方
が
再
就
職

し
て
、
月
収
が
二
五
万
円
以
上
あ
る
と
厚
生

年
金
が
支
給
停
止
に
な
り
、
二
五
万
円
未
満

で
は
月
収
に
よ

っ
て
三
割
か
ら
八
割
カ

ッ
ト

さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
改
善
し
て
、
六
〇
歳
か
ら
六
四
歳

の
間
で
在
職
し
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
方
の

本
来

の
年
金
の
八
割
が
支
給
さ
れ
ま
す
が
、

月
収
と
年
金
の
合
計
額
が
二
〇
万
円
を
超
え

る
場
合
に
は
、
合
計
額
か
ら
二
〇
万
円
を
控

除
し
た
額

の
半
分
に
相
当
す
る
額
が
、
年
金

か
ら
カ

ッ
ト
さ
れ
ま
す
。

月
収
が
三
四
万
円
を
超
え
ま
す
と
、
三
四

万
円
よ
り
多

い
分
だ
け
、
更

に
年
金
は
カ

ッ

ト
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

ｏ
雇
用
保
険
と
年
金
の
併
給
停
止

現
在
は
、
老
齢
厚
生
年
金
を
も
ら
い
な
が

ら
雇
用
保
険
の
失
業
給
付
を
受
け
る
こ
と
が

出
来
ま
す
が
、
改
正
後
は
、
失
業
給
付
を
受

け
て
い
る
と
、
年
金
の
支
給
が
停
止
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

Ｏ
そ
の
他
以
上

の
他

に
、
支
給
開
始
年
齢

（段
階
的

に
六
五
歳
と
す
る
）
の
繰
延
べ
、
支
給
開
始

年
齢
が
遅
く
な

っ
た
場
合

の
部
分
年
金
の
支

給
、
年
金
給
付
額

の
引
き
上
げ

（保
険
料
率

も
引
き
上
げ
ら
れ
る
）
、
障
害
年
金
の
改
善

等
の
改
正
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
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四
季
の
移
り
変
わ
り
の
速
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。
　

～
五
年
間
は
風
邪
も
引
か
ず
健
康
で
、
仲
間
と

週

一
、
三
度
は
、
友
人
と
趣
味
の
釣
り
に
行
　
　
楽
し
く
愉
快

に
過
ご
し
て
い
ま
す
。

き
ま
す
が
、
先
月
は
二
浦
半
島
の
波
上
で
、
鯛
　
　
　
皆
様
も
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
競
技
を
始
め
て
み
て

（七
五
た
ン
、
五

・
五
露
）
を
釣
り
、
自
然
の
恵
　
　
は
如
何
で
し

ょ
う
。
頭
も
体
も
使
う
の
で
、
老

み
に
感
謝
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
　
　
　
　
　
　
化
防
止
に
も
良

い
と
思

い
ま
す
。

◇
　
伊
藤
　
茂
子

　

　

（松
山
市
）

末
娘
だ

っ
た
私
。
古
希
を
過
ぎ
る
頃
か
ら
縁

者
が
段
々
と
亡
く
な
り
、
寂
し
さ
に
耐
え
て
い

ま
す
。
で
も
、　
一
人
娘
の
可
愛
い
孫
は
、
二
歳

を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
孫
の
成
長

を
み
と
ど
け
る
ま
ぃて
は
、
元
気
てヽ
い
た
い
ぃて
す

ね
。時
々
こ
の
孫
か
ら

「
ば
―
ち

ゃ
ん
」
と
呼
ば

れ
る
と
、
誰
に
言

っ
て
い
る
の
か
な
あ
―
と
、

知
ら
ぬ
顔
を
し
て
い
ま
す
が
、
老

い
を
忘
れ
若

い
気
持
ち
を
捨
て
な
い
で
、
顔
に
シ
ワ
を
作
ら

な
い
様

に
、
そ
し
て
、
カ
ラ
オ
ケ
、
安
来
節
と
、

若

い
人
に
負
け
な
い
様

に
、
美
声
を
出
し
て
頑

張

っ
て
い
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

◇
　
井
出
　
静
子
　

　

（志
度
町
）

皆
様
お
元
気
で
す
か
、
い
つ
も
懐
か
し
く
拝

見
し
て
お
り
ま
す
。

退
職
後
、
下
手
の
横
好
き
で
始
め
た
民
踊
で

す
が
、
年

一
、
二
回
の
発
表
会
に
は
、
今
も
ま

だ
、
胸
ド
キ
ド
キ
、
足
ガ
ク
ガ
ク
で
す
。

高
血
圧
と
肥
満
の
解
消
に
と
、　
一
日

一
万
歩

を
目
標
に
歩

い
て
お
り
ま
す
。

こ
の
四
月
か
ら
は
、
小
学
校

一
年
生
に
な

っ

た
孫
娘
が
下
校
時

に
来
る
の
を
、
年
寄
り
二
人

（主
人
、
母
、
私
）
で
楽
し
み
に
待

っ
て
い
る

毎
日
で
す
。
◇
　
浮
田
　
春
義

　

　

（宇
和
島
市
）

早
い
も
の
で
退
職
し
て

一
〇
年

に
な
り
ま
す
ε

健
康

の
た
め
、
毎
朝
、
妻
と
丸
山
公
園
に
登

っ

て
い
ま
す
が
、
周
囲
の
花
木
や
野
草
の
変
化

に
、）

五
月
に
五
〇
年
振
り
で
、
近
畿
、
中
国
、
四

国
の
電
電
を
退
職
し
た
老
兵
が
高
松

に
集
ま
り
、

同
級
会
が
あ
り
ま
す
。
大

い
に
語
り
、
飲
み
、

旧
交
を
温
め
た
い
と
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

◇
　
遠
藤
　
雅
之

　

　

（松
前
町
）

退
職
後
、
第
二
の
職
場
に
勤
め
な
が
ら
地
区

公
民
館

の
役
員
を
長
く
務
め
、
今
は
区
長
と
い

う
こ
と
で
、
町
や
農
協

の
文
書
配
付
か
ら
街
灯

の
世
話
、
道
路

の
補
修
、
小
、
中
学
校
の
卒
業

式
や
入
学
式
、
尚
歯
会

に
義
農
祭
、
赤
十
字

の

寄
付
集
め
と
な
か
な
か
の
こ
と
で
、
好
き
な
ゴ

ル
フ
も
ま
ま
な
ら
ず
。
少
し
暇
が
で
き
れ
ば
、

庭
の
車
む
し
り
に
木
々
の
剪
定
と
、
こ
れ
ま
た

卓
木
の
伸
長
と
追

っ
掛
け

っ
こ
。

ま
ず
は
、
毎
日
退
屈
す
る
こ
と
な
く
過
ご
し

て
い
ま
す
。
◇
　
大
山
　
玉

一
　

　

（大
内
町
）

光
陰
矢
の
如
く
、
退
職
し
て
か
ら

一
〇
年
が

過
ぎ
去
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

退
職
後
二
～
三
年
間
は
身
体
の
調
子
が
悪
く
、

入
退
院
の
繰
り
返
し
で
、
憂
う

つ
な
毎
日
が
続

い
て
い
ま
し
た
。

あ
る
日
、
友
達
に
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
競
技
は
罫
．

い
運
動
な
の
で
、
体
に
良

い
と
教
え
ら
れ
、
言

わ
れ
る
ま
ま
に
、
練
習
を
始
め
て
か
ら

て
　
・八

年
に
な
り
ま
す
が
、
現
在
で
は
ゲ
，
ト
ボ
ー
ル

の
お
陰
か
、
早
朝
の
新
鮮
な
空
気
を
腹

一
杯
吸

う
の
が
よ
い
の
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
こ
こ
四

◇
　
小
野
　
　
障

　

　

（丸
亀
市
）

退
職
し
て
早
七
年
。
生
来
の
無
精
者
な
の
か
、

こ
れ
と
い
っ
た
趣
味
も
な
く
、
会
報
を
読
ま
せ

て
頂
く
に
つ
け
、

「
何
か
す
る
こ
と
は
、
今
更

何
が
」
と
、
自
問
自
答
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、

少
な
い
庭
木
の
剪
定

（虎
刈
り
）
や
花
畑
の
草

抜
き
を
し
て
い
ま
す
。

唯

一
の
楽
し
み
は
ゴ
ル
フ
で
、
不
器
用
な
私

に
手
ほ
ど
き
く
だ
さ
っ
た
先
輩
や
同
輩
諸
兄
に

感
謝
し

つ
つ
、
良
き
友
に
助
け
ら
れ
な
が
ら
、

月
に
三
度
の
プ
レ
ー
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

視
力
の
減
退
を
感
じ
て
い
ま
す
が
、
動
け
る

う
ち
に
何
か
人
さ
ま
の
役
に
立

つ
こ
と
は
無
い

も
の
か
と
考
え
な
が
ら
、
手

つ
か
ず
の
毎
日
で

す
。
良
い
知
恵
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

◇
　
居
石
　
久
幸

　

　

（高
松
市
）

平
成
元
年
に
退
職
し
て
早
六
年
。　
一
人
の
人

間
と
し
て
物
心
が

つ
き
始
め
た
戦
前
か
ら
戦
中
、

戦
後

へ
と
、
歩
み
つ
づ
け
て
幾
年
月
。
幸
い
に

し
て
老
人
大
学
と
い
う
、
再
度
の
学
び
の
場
を

与
え
て
頂
き
感
謝
し
て
い
ま
す
。

諸
先
生
の
講
義
を
聞
き
な
が
ら
、
己
が
歩
い

た
年
月
を
今
更
な
が
ら
ジ
ー
ン
と
し
た
思
い
で

噛
み
し
め
、
振
り
返
る
自
分
を
見
出
し
て
い
ま

す
。人
様
に
も
善
か
れ
と
思

っ
て
歩
い
た
人
生
。

思
い
残
す
こ
と
は
な
い
の
で
す
が
、
何
故
か
悔

い
の
残
る
我
が
生
涯
で
も
あ
り
ま
す
。

ζ
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ｔ

◇
　
河
野
　
幸
雄

　

　

（小
松
島
市
）

退
職
し
て
早

一
二
年
。
元
気
な
毎
日
を
送

っ

て
お
り
ま
す
。

体

の
健
康
作
り
の
た
め
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
退
職
者
で

結
成
し
て
い
る
電
電
徳
島
健
歩
会
会
員
と
し
て
、

毎
月

一
回
、
名
所

。
史
跡

の
探
訪
遠
足
を
行
い
、

ま
た
、
毎
日
、
夕
方
に
は
約

一
時
間
歩

い
て
い

ま
す
。
頭
の
健
康
作
り
と
し
て
は
、
県
主
催
の
シ
ル

バ
ー
大
学
に
学
び
、
地
域

の
人
達
と
の
交
流
に

努
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
健
康
作
り
に
取
り
組
み
、
明
る

い
人
生
を
送
り
た
い
と
念
願
し
て
お
り
ま
す
。

◇
　
北
川
　
克
勲

　

　

（東
洋
町
）

こ
れ
と
い

っ
た
職
も
も
た
ず
、
た
だ
ズ

ル
ズ

ル
と
七
年
を

つ
な
い
で
き
ま
し
た
。

昨
年
は
、
二
男
が
Ｕ
タ
ー
ン
。
家
内
も
四
〇

年
近
い
勤
め
を
終
え
、
久
し
ぶ
り
に
バ
ラ
バ
ラ

の
生
活
か
ら
落
ち
着
き
を
と
り
も
ど
し
ま
し
た
。

趣
味
と
ま
で
は
い
き
ま
せ
ん
が
、
寒
蘭
、
サ

ツ
キ
、
雑
種
の
鶏
、
蜜
蜂

の
世
話
、
そ
れ
に
野

菜
作
り
を
、
ブ

ツ
ブ

ツ
文
句
を
言

い
な
が
ら
続

け
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
鮎

の
シ
ー
ズ

ン
で
す
。
釣
果
を

気
に
せ
ず
、
の
ん
び
り
楽
し
み
た
い
と
思

っ
て

い
ま
す
。◇
　
坂
本
　
　
実

　

　

（須
崎
市
）

早

い
も
の
で
、
公
社
を
退
職
し
て

一
〇
年
経

ち
ま
し
た
。
お
蔭
様
で
、
た
い
し
た
病
気
も
せ

ず

に
元
気
に
過
ご
し
て
い
ま
す
。

現
在
は
、
関
連
会
社
に
臨
時
雇
と
し
て
お
世

話
に
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ボ
ケ
防
止
と
健

康
維
持
の
た
め
、
社
交
ダ

ン
ス
で
も
楽
し
い
汗

を
流
し
て
お
り
ま
す
。

会
員
の
皆
様

の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
お
祈
り

し
て
い
ま
す
。

◇
　
柴
坂
　
士
延

　

　

（丸
亀
市
）

退
職
し
て
二
〇
年
余
、
再
度
の
難
病
を
乗
り

越
え
、
馬
齢
を
重
ね
て
八
〇
歳
。
今
は

一
病
息

災
と
落
ち
着
い
て
い
る
。

当
地
は
私
の
小
、
青
年
期
を
過
ご
し
た
所
で
、

同
窓
の
友
が
多
く
、
類
を
以
て
集
ま
る
の
例
え

通
り
、
何
時
し
か
、
毎
年
数
回
、
皆
が
顔
を
揃

え
て
気
炎
を
上
げ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

し
か
し
、
こ
こ
数
年
で
半
数
が
鬼
籍

に
入
り
、

残

っ
た
老
輩
連
は
と
み
に
人
恋
し
く
な

っ
た
か
、

会
合
が
月

一
回
と
多
く
な

っ
て
い
る
。

私
も
健
康
管
理
を
怠
ら
ず
、
己
の
終
焉
が
家

族
の
重
荷
と
な
ら
ず
、
静
か
で
潔
い
も
の
で
あ

り
た
い
と
願

っ
て
い
る
。

◇
　
高
城
　
ヨ
シ
子

　

（大
野
原
町
）

月
日
の
経

つ
の
は
早
い
も
の
、
退
職
し
て
も

う

一
〇
年
。
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
目
ざ
ま
し
い
発
展
に
、

喜
び
と

一
抹

の
寂
し
さ
を
覚
え
る
昨
今
で
す
。

人
生
八
〇
年
を
健
康
で
明
る
く
生
き
る
た
め

に
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
生
活
、
適
度

の
運

動
、
地
域

の
皆
様
と
の
触
れ
合

い
、
ボ
ケ
防
止

の
編
み
物

・
生
け
花

。
花
作
り
等
の
趣
味
、
勤

務
に
忙
し
い
主
人
と
の
小
旅
行
、
二
人
の
子
供

宅
の
訪
間
、
孫
達
と

一
緒
に
学
習

・
ス
ポ
ー
ツ

等
々
、
心
安
ら
か
に
楽
し
い
日
々
を
過
ご
し
て

い
ま
す
。

皆
様

の
ご
健
勝
を
祈
念
し
て
お
り
ま
す
。

◇
　
田
中
　
丑
喜

　

　

（高
知
市
）

早
い
も
の
で
退
職
し
て
早
九
年
に
な
り
ま
す

が
、
二
年
位
し
て
か
ら
、
病
気
が
色
々
出

て
き

ｔて
、
現
在
、
五
科
に
そ
れ
ぞ
れ
薬
を
定
期
的

に

も
ら
い
に
行

っ
て
い
ま
す
。

毎
日
が
日
曜
日
な
の
で
、　
一
応

一
日
の
計
画

を
立
て
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
、
午
前
中
は
必
ず

家
の
近
く
を
三
〇
分
か
ら

一
時
間
歩

い
て
、
家

の
用
事
を
妻
と
分
担
し
て
行
い
、
午
後
は
伊
野

の
か
ん
ぼ

へ
入
浴
に
行

っ
た
り
、
桂
浜
、
五
台

山
等

へ
景
色
を
眺
め
に
行

っ
た
り
す
る
の
が
、

日
課
に
な

っ
て
い
る
こ
の
頃

てヽ
す
。

◇
　
由一ユ
田
　
一二
郎

　

　

（鳴
門
市
）

在
職
中
は
電
話
中
継
所
ば

っ
か
し
の
勤
務
で

し
た
。
退
職
し
て
早
四
年
が
す
ぎ
ま
し
た
。

そ
の
間
、
ビ
デ
オ
撮
影
の
講
習
会
を
受
け
、

ビ
デ
オ
ク
ラ
ブ

に
入
会
し
て
勉
強
し
て
い
ま
す
。

先
日
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ビ
デ
オ
便
り
に

「
花

い
っ

ぱ

い
の
山
に

」
を
出
し
た
と
こ
ろ
、
四
国
版
で

も
放
送
さ
れ
、
多
く
の
人
が
、
テ
レ
ビ
で
見
た

よ
と
の
連
絡
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

ビ
デ
オ
撮
り
で
楽
し
み
、
編
集
で
楽
し
み
、

そ
れ
に
見
て
も
ら
う
楽
し
み
も
あ
り
、
ビ
デ
オ

カ
メ
ラ
を
担
い
で
、
今
日
も
頑
張

っ
て
い
ま
す
。

◇
　
一騰
村
　
茂
幸

　

　

（詫
間
町
）

毎
日
が
日
曜
日
と
い
う
生
活
が
始
ま

っ
て
、

二
年
余
り
経

っ
た
。

最
初
の

一
年
は
、
自
治
会
長
と
し
て
地
域

の

抱
え
る
諸
問
題
に
取
り
組
み
、
昨
年
は
、
自
治

会
館
建
設
の
委
員
長
と
し
て
雑
事
に
追
わ
れ
た
。

し
か
し
、
運
動
不
足
と
不
摂
生
が
災

い
し
て

か
、　
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
値
が
高
く
、
医
師
の
指

導
を
受
け
る
破
日
と
な

っ
た
。　
一
日
、
千
五
百

キ

ロ
カ

ロ
リ
ー
の
食
事
と
、　
一
万
歩

の
ウ
ォ
ー

キ

ン
グ
の
継
続
は
困
難
で
あ
る
。

今
年
は
町
主
催
の
文
化
講
座
を
受
講
中
で
あ
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り
、
ゴ
ー
イ
ン
グ

マ
イ
ウ
エ
イ
の
生
活
を
送
り

た
い
と
思
う
。

◇
　
堀
家
　
美
智
子

　

（多
度
津
町
）

一
病
息
災
と
思

っ
て
、
日
々
、
慢
性
関
節
リ

ュ
ウ

マ
チ
と
共
生
し
、
薬
物
療
法
と
リ

ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
を
続
け
て
い
ま
す
。

一
方
、
趣
味
も
体
の
状
態
に
合
わ
せ
て
楽
し

ん
で

い
ま
す
。
在
職
中
か
ら
趣
味
と
し
て
い
た

一詰
曲
は
、
膝
関
節
の
悪
化
で
、
止
座
で
き
な
く

な
り
遠
ざ
か

っ
て
い
ま
す
が
、
退
職
後
、
町
内

で
始
め
た
詩
吟
と
詩
舞

の
お
稽
古
は
、
無
理
せ

ず
修
練
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
リ

ュ
ウ

マ
チ
と
い
う
難
病
に

打
ち
勝

つ
努
力
を
積
み
重
ね
、
希
望
を
持

っ
て

明
る
く
生
き
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

◇
　
盲
【鍋
　
　
祝

　

　

（松
山
市
）

私
達

の
年
代
で
は
、
三
度
日
の
大
き
な
意
識

改
革
の
時
代
を
迎
え
て
い
る
。

そ
の
意
識
改
革

の

一
役
を
担
う
、
日
本
産
業

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
協
会

の
理
事
と
し
て
の
活
動
と
、

愛
媛
一雇
用
促
進

セ
ン
タ
ー
の
職
業
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
と
し
て
、
社
会
活
動
に
奉
仕
さ
せ
て
頂

い
て

お
り
、
充
実
し
た
毎
日
を
送
ら
せ
て
頂
き
感
謝

し
て
い
る
。

ま
た

一
方
で
、
千
変
万
化
の
形
、
色
の
雲
を

追

っ
た
り
、
バ
ー
ド

・
ウ
オ

ッ
チ
ン
グ
な
ど
で
、

人
間
的
な
ゆ
と
り
の
大
切
さ
を
実
感
し
て
い
る

今
日
こ
の
頃
で
あ
る
。

◇
　
一二
木
　
新
治
郎

　

（丸
亀
市
）

退
職
し
て
早
く
も
八
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

今
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
の
仕
事
を
微
力
な
が

ら
お
手
伝
い
し
て
お
り
、
働
け
る
幸
せ
を
感
じ

て
い
ま
す
。

）

ま
た
、
健
康
維
持
、

ス
ト
レ
ス
解
消
に
と
始

め
た
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を
楽
し
み
、
人
と
の
触
れ

合

い
も
大
切
に
す
る
よ
う
心
掛
け
、
張
り
切

っ

て
い
ま
す
。

一
方
、
そ
の
合
間
に
は
妻
と
田
舎

に
出
か
け
、

旧
屋
敷

の
管
理
も
兼
ね
て
、
菜
園
と
花
作
り
を

楽
し
ん
で

い
ま
す
。
田
舎
は
緑
が
多
く
、
自
然

が
豊
か
で
、
今
で
も
裏
山
で
は
ウ
グ
イ
ス
の
鳴

き
声
が
聞
か
れ
ま
す
。
の
ん
び
り
心
落
ち
着
け

る
こ
の
頃
で
す
。

◇
　
一二
橋
　
秀
男

　

　

（徳
島
市
）

私
は
、
毎
月
三
回
、
ゴ

ル
フ
コ
ン
ペ
に
楽
し

く
参
加
さ
せ
て
も
ら

っ
て
い
ま
す
。
足
、
腰
等

の
訓
練
を
兼
ね
た
、
い
わ
ゆ
る
健
康
保
持
の
た

め
、て
す
。

そ
の
他
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
セ
ミ
ナ
ー
、
講
演
会
、
お

四
国
様
参
り
、
旅
行
等
に
も
よ
く
出
か
け
ま
す
。

最
近
、　
一
週
間
に

一
回

（朝
）
、
正
座
し
て

沈
思
黙
考
、
日
本

の
内
政
状
況
や
外
国
で
の
い

ろ
ん
な
出
来
事
等
に
思
い
を
め
ぐ
ら
し
、　
一
日

も
早
く
平
和
な
日
々
が
到
来
す
る
こ
と
を
念
じ

て
い
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

◇
　
宮
内
　
　
博

　

　

（松
山
市
）

退
職
し
て
早

一
四
年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。
若

い
頃
か
ら
の
趣
味
で
あ
る
航
空
関
係
の
資

料̈
や
情
報
の
収
集
を
行

っ
て
お
り
、
各
地
の
空

港

へ
行

っ
て
飛
行
機
写
真

の
撮
影
を
続
け
て
い

ま
す
。
載
業
や
年
齢

に
関
係
な
く
、
各
地
の
航

空

フ
ァ
ン
と
友
達

に
な
り
、
幅
広
い
交
際

の
輪

が
広
が

っ
て
い
ま
す
、）

自
宅
か
ら
自
転
車
で
約
五
〇
分
の
松
山
空
港

に
、
週

一
回
位
出
か
け
ま
す
が
、
良

い
運
動
で

す
。
今
後
と
も
趣
味
を
通
し
て
健
康
維
持
と
ボ

ケ
防
止
に
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

◇
　
宮
繁
　
謙
行

　

　

（阿
南
市
）

退
職
し
て
八
年
の
歳
月
が
夢

の
よ
う
に
過
ぎ

去
り
、
人
生
の
節
目
と
い
わ
れ
る
六
五
歳
を
迎

え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

我

に
病
な
し
の
精
神
で
来
ま
し
た
が
、
昨
年

の
四
月
に
胃
ガ

ン
で
、
胃
の
切
除
手
術
を
受
け

ま
し
た
。

六
二
歳
か
ら
三
年
間
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
阿
南
支
店
の

看
視
員
を
勤
め
、
今
年
二
月
に
退
職
を
し
ま
し

た
の
で
、

こ
れ
か
ら
は
、
今
を
健
康
に
生
き
る

こ
と
に
専
念
し
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

現
在
、
趣
味
と
し
て
、
競
艇

の
成
績
結
果
の

統
計
資
料
作
り
に
熱
中
し
て
お
り
ま
す
。

◇
　
宮
田
　
壼
一〓
　
　
　
（高
知
市
）

退
職
後
、
早
く
も
八
年
目
。
釣
り
に
明
け
、

釣
り
に
暮
れ
る
毎
日
で
し
た
が
腰
痛
が
ひ
ど
く

な
り
、
整
形
外
科
に
通

っ
て
鍼
治
療
を
受
け
、

小
康
を
得
て
い
た
と

こ
ろ

へ
、
今
度
は
真
珠
腫

（中
耳
炎
の

一
種
）
で
手
術
を
受
け
る
始
末
。

幸

い
経
過
が
良
か

っ
た
の
で
、
腰
を
い
た
わ
り

な
が
ら
の
釣
り
を
楽
し
ん
で

い
ま
す
。

一
Ｎ
Ｔ
Ｔ
四
国
支
社
は
、　
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア

通
信
の
普
及
を
積
極
的

に
推
進
…
…
…
」
等
々

の
新
聞
記
事
が
次
々
と
出
て
来
る
昨
今
を
思
う

と
、
去
り
行
く
時
の
速
さ
と
時
代
の
進
歩
を
痛

切
に
感
じ
る
こ
の
頃
で
す
。

◇
　
村
上
　
　
護

　

　

⌒松
山
市
）

退
職
後
の
数
年
間
は
、
沖
釣
り
、
囲
碁
、
非

常
勤

ア
ル
バ
イ
ト
、
国
内
旅
行
等
、
充
実
し
た

日
‘
て
し
た
。

そ
の
後
、
二
年
半

の
第
二
の
職
場

（常
勤
）
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）

を
終
え
て
か
ら
は
、
専
ら
孫

の
相
手
．

し
か
し
、
そ
の
間
に
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
と
中
国
に

出
か
け
、
予
期
し
た
以
上
に
楽
し
い
旅
が
出
来

ま
し
た
。
特
に
本
場
貴
州
茅
苔
酒
の
味
は
忘
れ

ら
れ
ま
せ
ん
。

趣
味

の
パ
タ
ー
ン
を
軸
に
、
悠
々
の
毎
日
で

す
。

◇
　
矢
野
　
光
信

　

　

（松
山
市
）

娘
二
人
が
嫁

い
で
、
も
と
の
二
人
の
生
活
に

戻

っ
て
か
ら
六
年
に
な
り
ま
す
。

出
不
精
で
、
遠
出
を
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
良
き
隣
人
達
に
恵
ま
れ
、
平
和
な
日
々

を
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
昨
年
二
月
に
胆
嚢
除
去
で
〓
力́
月

の
人
院
を
し
て
か
ら
は
、
体
調
が
元
に
戻
っ
て

い
ま
せ
ん
。
少
し
位
な
ら
車
の
運
転
も
出
来
ま

す
の
で
、
街

へ
出
た
り
し
て
、
近
く
の
用
位
は

足
せ
て
い
ま
す
。

元
気
に
な
れ
ば
、
長
距
離
の
ド
ラ
イ
ブ
や
ら
、

中
断
し
て
い
る

コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
い
じ
り
な
ど
を
、

ま
た
や

っ
て
み
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

◇
　
山
本
　
ツ
タ

ヱ
　

⌒今
治
市
）

早
い
も
の
で
退
職
し
て
か
ら

一
〇
年
に
な
り

ま
す
。
そ
の
間
に
悲
し
い
別
れ

（妹
、
母
、
義
兄
）

も
あ
り
ま
し
た
。
で
も
元
気
を
出
し
て
頑
張

っ

て
い
ま
す
。

引

っ
張
り
出
さ
れ
て
、
自
治
会

（
一
七
〇
戸
）

の
副
会
長
と
し
て
数
年
間
、
会
の
お
世
話
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
し
、
亡
き
妹

の
孫
達
か
ら
は
、

バ
ア
ー
ち

ゃ
ん
と
呼
ば
れ
て
頼
り
に

（私
の
思

い
上
が
り
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
…
…
…
）
さ
れ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
週
に

一
回
、
健
康
法
の

一
つ
位

に
考

え
て
、　
コ
ー
ラ
ス
に
通

っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

感
謝
の
毎
日
を
送

っ
て
い
ま
す
。

◇
　
士
口
川
　
信
男

　

　

（板
野
町
）

退
職
し
た
ら
行

っ
て
み
た
い
と
思

っ
て
い
た

四
国
八
八
カ
所
参
り
を
、
平
成
三
年
に
妻
と

一

緒
に
結
願
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

翌
年
、
再
度
お
参
り
が
し
た
く
な
り
、
ゆ

っ

た
り
気
分
で
始
め
、
愛
媛
県
だ
け
に
な

っ
て
い

ま
し
た
が
、
昨
年
の
六
月
に
胃
の
手
術
で
入
院

し
、
胃
を
三
分
の
二
切
除
。
退
院
後
は
も

っ
ぱ

ら
食
養
生
に
専
念
し
て
い
ま
し
た
。

弘
法
人
師
の
お
助
け
を
得
て
、
順
調
に
回
復

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
秋
頃
か
ら
の
お
参
り
を

楽
し
み
に
し
て
い
る
こ
の
頃
で
す
。

◇
　
芳
之
内
　
弘

　

　

（松
山
市
）

退
職
後
早
く
も

一
六
年
か
経
過
。
定
年
と
同

時
に
親

の
信
仰
を
継
ぎ
、
天
理
教
本
部

の
修
養

科

へ
四
カ
月
入
り
、
毎
朝
、
五
時
三
〇
分
に
教

会

に
出

て
、
お
勤
め
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

お
蔭
様
で
夫
婦
揃

っ
て
健
康
で
、
農
業
を
営

ん
で
お
り
ま
す
。
地
域
の
お
世
話
は
民
生
委
員

が
三
年
目
。
老
人
福
祉

に
努
力
し
て
お
り
ま
す
．

ま
た
、
昭
和
六
０
年
か
ら
土
地
改
良
区
の
理

事
長
も
し
て
お
り
ま
す
か
、
そ
ろ
そ
ろ
引
退
し

た
い
ル
」思

ぅ́
て
い
し
ふ
す
●

お
互

い
に
元
一暴
て
一唄

張
り
ま
し

ょ
う
。

◇
　
渡
邊
　
　
勝

　

　

（松
山
市
）

光
陰
矢

の
如
し
と
中
し
ま
す
が
、
第
二
の
職

場
を
退
い
て
七
年
。
現
在
は
健
康
の
た
め
、
早

朝
テ

ニ
ス
や
、
Ｏ
Ｂ
の
皆
さ
ん
と
週

一
ペ
ー
ス

の
ゴ

ル
フ
を
楽
し
ん
で

い
ま
す
。

息
子
か
ら
老
化
防
止
に
と
貰

っ
た
パ
ソ
コ
ン

）
は
、
目
の
疲
れ
が
ひ
ど
く
、
し
ば
ら
く
遠
ざ
か

っ
て
い
ま
す
の
で
、
夫
婦
二
人
と
人

一
匹
、
大

中
心
の
生
活
を
し
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
こ
と
も
あ

っ
て
、
四
国
霊
場
巡
り
も

一
０
年
か
か
り
で
、
や

っ
と
二
回
目
の
巡
拝
と

な
ｒ
り
き
よ
―
し
一に
。

お
蔭
様
で
健
康
で
あ
る
こ
と
の
幸
せ
を
噛
み

し
め
な
が
ら
、
充
実
し
た
日
々
を
送
り
た
い
と

願
う
こ
の
頃
で
す
。

◇
　
和
田
　
茂
美

　

　

⌒高
知
市
）

退
職
後

の
消
息
を
と
の
お
尋
ね
を
頂
き
ま
し

た
が
、
特

に
お
知
ら
せ
す
る
よ
う
な
事
も
あ
り

ま
せ
ん
。
毎
日
が
平
々
凡
々
の
生
活
で
す
。

無
趣
味
で
あ
る
こ
と
を
少
し
後
悔
し
て
い
る

面
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
が
私
の
健
康
法
だ
と

考
え
、
割
り
切

っ
て
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

私
も
古
希
を
迎
え
ま
し
た
。
幸

い
に
も
大
し

た
病
気
も
せ
ず
、
月

一
～
二
回
、
内
科
と
眼
科

に
通
院
し
て
い
る
程
度
で
す
。

健
や
か
に
年
を
重
ね
る
こ
と
が
、
私
の
願
い

で
す
。
こ
れ
か
ら
も
健
康

に
対
す
る
自
己
管
理

に
注
意
し
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

ヽ
ヽ

1,
ヽ
9

い,よ
二・
`´
ウf

●

1゛
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第87号 会

次
の
方
々
が
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
謹
ん
で
哀

悼
の
意
を
表
し
、
ご
冥
福
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

小
西
　
常
男
様

忽
那
　
義
雄
様

花
待
　
久
雄
様

福
良
　
義
明
様

豊
崎
二
三
男
様

山
路
平
八
郎
様

大
西
　
史
朗
様

高
岡
　
　
博
様

木
村
　
義
治
様

大
川
　
定
雄
様

二
宮
　
鹿

一
様

田
内
　
　
修
様

中
川
　
勝
紀
様

光
江
　
和
博
様

大
溝
　
緩
子
様

清
水
　
　
伯
様

高
尾
　
正
己
様

桑
江
　
梅

一
様

夏
井
　
嗣
夫
様

吉
田
　
丸
蔵
様

泉
　
　
英

一
様

原
田
　
幸
吉
様

相
原
　
和
夫
様

氏
　
　
名

６

・

６

ｏ

‐２

６

・

５

・

３０

６

・

５

ｏ

２３

６

・

５

●

‐８

６

・

４

・

２‐

６

・

４

ｏ

２０

６

・

４

・

１５

６

●

４

ｏ

ｌ３

６

ｏ

４

・

１３

６

・

４

ｏ

ｌｌ

６

ｏ

４

ｏ

ｌ０

６

●

３

・

２ ９

６

ｏ

３

●

２４

６

・
３

・
銘

６

・

３

・

２‐

６

・

３

・

２‐

６

・

３

・

‐８

６

・

３

●

１５

６

●

３

●

１２

６

・

１

・

‐８

死
亡
年
月
日

享

年

松

県
　
外

徳
　
島

徳
　
島

徳
　
島

昔向
　
瀬

一局
　
知

一局
　
松

鴨

　

島

徳
　
島

松

山

赤

岡

松
　
山

松

山

鳴

　

門

松

山

昔同
　
松

鳴

　

門

松

山

松

山

鳴

　

門

新
居
浜

県
　
外

所
　
属

テ
ル
ウ

ェ
ル
福
祉

セ
ン
タ
ー
で
は
、
次
の
番

号
に
よ
り
、
訃
報
等
を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

ａ
Ｏ

一
二
〇
―
四
七
―

二
九
四

一

）

電
友
会
四
国
地
方
本
部

第

二
三
回
総
会
を
開
催

去
る
四
月
二
六
日
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
プ
ラ
ザ
松
山
に

於
い
て
、
電
友
会
四
国
地
方
本
部
の
第
二
三
回

総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

出
席
者
は
、
各
県
支
部
か
ら
の
代
議
員
五
〇

名
及
び
お
客
様
は
、
千
葉
Ｎ
Ｔ
Ｔ
四
国
支
社
長
、

青
木
電
気
通
信
共
済
会
四
国
支
部
長
な
ど
顧
問

五
名

の
方
々
と
、
新
組
織
の
電
友
会
発
足
五
周

年
を
記
念
し
て
ご
招
待
し
た
各
県
支
部
の
旧
会

長
の
う
ち
、
当
日
出
席
さ
れ
た
泉
節
太
郎
、
越

久
田
保
之
、
大
西
正
澄
の
三
氏
で
し
た
。

ま
た
、
電
友
会
本
部
か
ら
は
、
事
務
局
長
の

飯
田
哲
朗
氏
が
特

に
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

会
議
は
、
物
故
会
員

（六
八
名
）
に
対
す
る

黙
得
に
始
ま
り
、
六
車
本
部
長
の
挨
拶

の
後
、

来
賓
挨
拶
を
千
葉
四
国
支
社
長
、
青
木
四
国
支

部
長
か
ら
、
ま
た
、飯
田
事
務
局
長
か
ら
は
、武

田
電
友
会
会
長
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
頂
い
て
議
事

に
入
り
ま
し
た
。

議
事
の
会
務
報
告
の
中
で
は
、
本
誌

（会
報
）

の
内
容
充
実

・
多
彩
化
を
図
る
た
め
、
編
集
委

員
会
を
三
度
開
催
し
て
、
会
報
に
対
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
実
施
結
果
を
踏
ま
え

て
、
新
味
を
加
え
た
会
報
編
集
方
針
等
を
決
定

し
た
こ
と
、
そ
の
他
を
報
告
し
ま
し
た
。

な
お
、
承
認
さ
れ
た
平
成
五
年
度
の
収
支
計

算
書
は
別
表
の
通
り
で
、
平
成
六
年
度
の
事
業

計
画
は
概
ね
次
の
通
り
で
す
。

◇
本
年
度
は
、
年
金
の
給
付
水
準
の
切
替
え
等

の
動
き
に
注
目
す
べ
き
年
な
の
で
、
友
誼
団
体

と
共
に
陳
情
そ
の
他
の
活
動
に
努
め
る
ほ
か
、

会
報
等
に
よ
り
そ
の
動
き
を
周
知
す
る
。

◇
次
に
よ
り
Ｎ
Ｔ
Ｔ
と
の
連
携
強
化
に
努
め
る
。

・
支
店
及
び
営
業
所
と
の
連
絡
体
制
を
強
化

す
る
。

ヨ

(単位 :円 )

(別表 )

平成 5年度収支計算書
一般会計

収 入 の 部

科   目 金  額 事

=■
■三 | 141084

会費等収入 支部より

分担 全 ,1' 総会費、会報費、名簿
費 の一部

配付金収入 本部より

総会(懇親会)収入 70 000

広告収入 78513‐ 0

利息収入 3 688

その他の収入 988,640

積立金受入 200,000

〈
日 計 9,008,940

支 出 の 部

科   目 金  額

事 業費 2,506,095 会報費、名簿費、米寿
祝い金

会議費 1,945,477

事務費 3,485,925 給与、通勤費、用品費、
通信費、賃借料等

会費等支出 854,200 支部へ

その他の支出 159,995 支部ヘ

支  出  計 8,951,692

次期繰越金 57,248

計 9,008,940

◎特別基金の残高は、1,141,565円 とな りました。
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。
Ｎ
Ｔ
Ｔ
商
品
の
販
売
、
取
次
ぎ
等
に
全
会

員
が
取
り
組
み
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
シ

ェ
ア
拡
大

に

協
力
す
る
。

・
会
員
の
地
域
に
お
け
る
活
動
状
況
を
調
査

し
、
支
店
及
び
営
業
所
と
の
連
携
強
化
に
役

立

て
る
。

。
会
報
等
を
通
し
て
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
に
関
す
る
情

報
等
の
周
知
に
努
め
る
。

◇
地
域
社
会
に
お
い
て
、
各
種
の
奉
仕
活
動
に

貢
献
し
て
い
る
会
員
を
側
面
的

に
支
援
す
る
と

と
も
に
、
表
彰
に

つ
い
て
も
配
意
す
る
。

◇
未
加
入
者

へ
の
入
会
勧
奨
に
努
め
、
組
織
率

（現
在
約
六
〇
％
）
の
拡
大
を
図
る
。

◇

テ
ル
ウ

ェ
ル
が
行
う
福
祉
活
動
に
は
積
極
的

に
協
力
す
る
。

風総

本
年
度
は
、
電
友
会
が
発
足
し
て
五
年
日
の

年
に
当
た
り
ま
す
。
四
国
地
方
本
部
の
会
員
数

も
既
に
三
千
六
百
人

⌒全
国
で
は
約
八
万
人
）

を
数
え
る
ま
で
に
な
り
、
毎
年
相
当
数
の
増
加

を
見
て
お
り
ま
す
。

会
員
に
と

っ
て
役
に
立

つ
電
友
会
を
目
指
し

て
、
執
行
部
は
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

平
成
六
年
春

の
叙
勲
受
章
者

平
成
六
年
春

の
叙
勲

に
お
い
て
、
多
年
に
わ

た
り
電
気
通
信
事
業
に
尽
力
さ
れ
た
功
績
が
認

め
ら
れ
、
徳
島
県
支
部
の
楠
義
春
様
が
勲
六
等

瑞
宝
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

会
員
名
簿

の
発
行
に
つ
い
て

平
成
六
年

一
〇
月
発
行
を
め
ざ
し
て
、
現
在
、

加
除
訂
正
を
行

っ
て
い
ま
す
。
お
気
付
き
の
点

が
ご
ざ

い
ま
し
た
ら
、
各
県
支
部
ま
で
、
ご
連

絡
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

入
会
の
ご
案
内

退
職
さ
れ
る
方
に
は
、
電
友
会

へ
の
人
会

に

つ
い
て
、
資
料
等
を
差
し
Ｌ
げ
、
大
会
手
続
き

の
説
明
を
行

っ
て
お
り
ま
す
が
、
退
職
時
の
あ

わ
た
だ
し
さ
に
紛
れ
て
、
手
続
き
が
遅
れ
て
い

る
方
も
あ
り
ま
す
。

会
員
名
簿

の
作
成
時
期
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、

該
当
す
る
方
が
ご
ざ

い
ま
し
た
ら
、
早
め
に
各

県
支
部
ま
で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お

伝
え
く
だ
さ
い
。

な
お
、
平
成
六
年
二
月
末

の
会
員
数
は
、
次

の
通
り
で
す
ｃ

Ｎ
Ｔ
丁
愛
媛
ダ
ン
ス
愛
好
会

五
藤
　
哲
雄

（松
山
市
）

今
更
ダ

ン
ス
な
ん
て
…
…
…

（全
く
興
味
が

な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
何
と
な
く
て
れ
く
さ

く
て
）
と
お

っ
し

ゃ
る
方
が
多

い
と
思

い
ま
す

が
、
今
更
ダ

ン
ス
な
の
で
す
。

ご
存
じ
の
よ
う
に
社
交
ダ

ン
ス
は
、
プ

ロ
の

先
生
の
教
習
所
か
ホ
ー
ル
で
楽
し
む
、　
一
部

の

人
達
の
趣
味

・
娯
楽
の
部
類
で
し
た
が
、
今
、

熟
年
者
を
中
心
に
大
衆

ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
、
大

き
く
変
化
し
て
き
て
い
ま
す
。

そ
の
具
体
的
動
き
と
し
て
は
、

●
　
愛
媛
県
が
、
文
部
省
生
涯
教
育
担
当
の
認

可
を
受
け
、
社
団
法
人
日
本

ア
マ
チ

ュ
ア
ス

ポ
ー
ツ
ダ

ン
ス
協
会
」
を
設
立

（四
国
で
は

一
番
早
く
、
本
年
四
月

一
〇
日
に
県
協
会
が

発
足
）。

●
　
社
交
ダ

ン
ス
を

ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
、
オ
リ

ン
ピ

ッ
ク
種
目
に
追
加
を
要
請
中
。

●
　
前
記
に
関
連
し
て
、
小
中
高
の
教
育
課
程

に
ダ

ン
ス
を
取
り
入
れ
る
こ
と
を
、
文
部
省

で
検
討
中

（選
手
の
育
成
）。

等
で
、
社
交
ダ

ン
ス
は
、
最
近
、
名
称
を

ス

ポ
ー
ツ
ダ

ン
ス
と
改
め
、
地
域

の
公
民
館
サ
ー

ク
ル
等
で
全
国
的

に
広
が
り
示
し
て
い
ま
す
。

そ
の
背
景
に
は
、
長
寿
社
会
を
迎
え
、
生
涯

ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
ダ

ン
ス
が
見
直
さ
れ
て
き
た

こ
と
、
カ
ラ
オ
ケ
の
普
及
に
伴

い
、
音
楽
が
生

活
に
密
着
し
て
き
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

健
康
の
た
め
に
、
何
か
良
い
運
動
は
な
い
か

△

一

、

三
、

カ

ッ

コ

⌒ 合 高 徳 香 愛
注V計
知 島 り|1媛

内 六 六 五 九 五
は 四 三 四 六 〇
前 五 一 〇 五 九
年 3⌒ ⌒

⌒
2

の ス      、

1署 奎 三 由 異
九 〇 九 八 二
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し
ら
…
…
…
と
お
考
え
の
方
は
、　
一
度
、
お
電

話
く
だ
さ
る
か
、
土
曜
日
の
午
後
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
四

国
支
社
別
棟

四
階

の
会
議
室

へ
お
出
で
く
だ
さ

い
。私

達

の
サ
ー
ク
ル
は
、
全
く
初
め
て
の
方
が

大
半
な
の
で
、
難
し
い
の
で
は
…
…
…
上
手
に

踊
れ
な
い
か
ら
…
…
…
と
の
心
配
は
い
り
ま
せ

ん
。
各
人
の
体
力
に
応
じ
て
ス
テ

ッ
プ
を
踏
み
、

楽
し
み
な
が
ら
健
康
増
進
。
そ
し
て
パ
ー
テ
ィ

を
通
じ
て
交
流
の
輪
を
広
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

ダ

ン
ス
が
踊
れ
る
と
人
生
の
楽
し
み
は
倍
増

し
ま
す
。
時
代
の
波

に
乗
り
遅
れ
る
な
―
今
す

ぐ
始
め
よ
う
。

ｏ
　
お
問
い
合
わ
せ
は
、
五
二
―
六
八
二
四
番

の
五
藤

へ
、
お
願
い
し
ま
す
。

）

入
学
五
〇
周
年
記
念
の
同
窓
会

藤
崎
　
久
夫

（松
山
市
）

五
〇
年
前

の
四
月

一
〇
日
が
官
練

の
入
学
日

に
当
た
る
。

「
あ
の
頃
の
感
慨
を
思

い
起

こ
し

て
見
た
く
な

っ
て
…
…
…
」
と
い
う
、
東
海
地

区
の
世
話
人
の
呼
び
か
け
に
応
じ
た
四
国
勢
三

名
は
、
伊
勢

・
鳥
羽
の
同
窓
会
場

へ
と
向
か

っ

た
。参
加
者
は
三
四
名
。
同
窓
会
員
九
〇
名
の
四

割
弱
が
出
席
。
北
海
道
、
信
越
、
北
陸
、
中
国

の
四
地
区
は
参
加
ゼ

ロ
。
病
気
療
養
者
が
三
〇

名
で
、
東
海
、
中
国
地
区
に
多
い
の
に
驚
き
な

が
ら
、
そ
の
多
く
が
成
人
病
で
苦
し
ん
で
い
る

と
聞
き
、
他
人
ご
と
で
は
な
い
と
感
じ
る
。

物
故
者
は
二

一
名
。
亡
き
友
の
冥
福
を
祈
り

な
が
ら
、
今
日
ま
で

の
五
〇
年
を
あ
れ

こ
れ
と

思
い
め
ぐ
ら
し
、
健
康
で
あ
る
こ
と
の
有
り
難

さ
を
感
謝
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
か

っ
た
。

昭
和

一
九
年
四
月

一
０
日
。
芝
で
入
学
式
を

行

っ
た
私
達
は
、
翌
日
か
ら
国
立

（中
央
線
沿

線
）
の
新
し
い
学
舎
で
学
び
、
太
平
洋
戦
争
の

末
期
で
、
空
襲
と
食
料
不
足
に
悩
み
な
か
ら

一

年
半
を
過
ご
し
た
。

そ
し
て
終
戦
後
は
、
東
村
山
の
元
珪
軍
通
信

学
校
跡
に
移
り
、
戦
後

の
混
乱
と
物
資
欠
乏
時

代
を
や

っ
と
切
り
抜
け
て
、
昭
和
二
二
年
二
月

に
卒
業
。
全
国
各
地
に
配
属
さ
れ
た
の
で
、
出

張
の
折
り
な
ど
に
訪
ね
歩

い
て
は
旧
交
を
温
め
、

夢
を
求
め
て
の
談
笑

に
花
を
咲
か
せ
た
も
の
で

あ
る
。

し
か
し
、
今
や
文
字
通
り
の
白
髪
頭
と
な
り
、

名
前
と
顔
が

一
致
し
な
い
の
で
、
思
案
し
な
が

ら
話
を
進
め
る
う
ち
に
名
前
が
浮
か
ん
だ
り
し

て
、
笑

い
な
が
ら
も
本
当
に
懐
か
し
く
感
無
量

ぃて
あ

っ
た
。

国
の
為
な
ら
と
、
死
ぬ
覚
悟
も
し
て
入
学
し

た
時
か
ら
半
世
紀
が
過
ぎ
、
今
は
成
人
病
に
悩

む
友
人
を
激
励
し
な
が
ら
、
余
生
を
如
何
に
生

き
る
べ
き
か
な
ど
と
い
う
話
が
、
二
次
会
で
は

夜
遅
く
ま
で
続

い
た
。

最
後
は
、
東
京
で
三
年
後
に
、
卒
業
五
〇
周

年
記
念

の
集
ま
り
を
約
束
し
て
幕
と
な

っ
た
が
、

当
初
、
東
海
地
区
の
世
話
人
が
念
願
し
て
い
た

青
春
の
日
の
感
慨
に
浸

っ
て
、
胸
を
熱
く
し
た

の
は
私
の
み
ぃて
は
な
か
ろ
う
。

翌
日
は
全
員
で
伊
勢
神
官

へ
。
な
お
、
私
達

四
国
勢
は
、
引
き
続
き
二
泊
二
日
で
名
古
屋

・

三
河
地
方
を
訪
れ
、
思
い
出
深
い
記
念

の
旅
を

残
す
こ
と
が
出
来
た
。

旧
資
材
部
の
Ｏ
Ｂ
会
西
岡
　
視
乃
武

（松
山
市
）

去
る
三
月
五
日

（土
）
、
元
四
国
電
気
通
信

局
資
材
部

（
二
番
町
木
造
庁
舎
）
及
び
地
方
資

材
部

（堀
之
内
兵
合
跡
）
在
職
者
を
対
象
に
、

呑
町
会
館
に
於
い
て
Ｏ
Ｂ
会
を
開
催
。
高
齢
者

が
多

い
の
で
、
足
元
の
明
る
い
う
ち
に
と
、
午

後
三
時
か̈
ら
実
施
し
ま
し
た
。

当
会
は
、
平
成
四
年
か
ら
毎
年
行

っ
て
お
り
、

本
年
で
二
回
日
。
三
〇
名
の
方
々
が
出
席
し
、

檜
垣
加
行
さ
ん
の
挨
拶
、
武
智
弘
忠
さ
ん
の
乾

杯
の
音
頭
で
宴
会
に
入
り
ま
し
た
。

「
ヤ
ア
、
ヤ
ア
」
と
お
互
い
に
感
激
し
、
旧
交

を
温
め
な
が
ら
、
堀
之
内
で
の
野
球
、

ソ
フ
ト

）

於 :れんげ荘 (平成 5年 9月 )
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第87号 四  国  電 友  会

ボ
ー
ル
、
一石

一
ス
、
競
輪
等
か
ら
、
当
時
新
語

と
な

っ
た

「
友
愛
と
信
義
」
と
か

「
お
日
さ
ん

西
西
、
仕
事

コ
チ

ョ
、　
コ
チ

ョ
」
等
々
を
話
顎

に
、
数
年
間
で
は
あ

っ
た
が
、
本
当
に
良
き
時

代
で
あ

っ
た
こ
と
を
痛
感
し
、
千
葉
県
か
ら
参

加
し
て
頂
い
た
神
野
武
夫
さ
ん
の
乾
杯
で
最
後

を
締
め
く
く
り
、
五
時
三
〇
分
に
散
会
し
ま
し

た
。な
お
、
出
席
者
の
殆
ど
の
方
が
、
国
を
挙
げ

て
の
経
済
復
興

・
成
長
政
策
の
中
で
汗
を
流
し

て
働
き
、
気
が

つ
け
ば
二
〇
年
も
長
く
生
き
ら

れ
る
時
代

に
な

っ
て
い
た
の
だ
か
ら
、
来
年
三

月
の
再
会
を
楽
し
み
に
し
て
、
余
生
を
有
意
義

に
過
ご
し
た
い
と
願
う
次
第
で
す
。

俳

　

句

よ
き

こ
と
の
あ
り
て

ハ
ミ
ン
グ
柿
若
葉

超
低
空
あ

い
さ

つ
を
し
て
燕
行
く
赤
　
井
　
唯
　
好

屋
島
嶺
語
を
先
だ
て
五
月
雨

石
庭
の
苔

の
雫
も
初
夏
な
れ
ば谷
　
條
　
昭
　
平

町
中

の
菖
蒲
ま

つ
り
の
ふ
れ
太
鼓

見
頃
て
ふ
菖
蒲
に
雨
や
今
日
も
ま
た

土
　
井
　
松
太
郎

ホ
ノ
ル
ル
の
白
雨
に
時
差
の
時
計
巻
く

青
あ
ら
し

「
ア
リ
ゾ
ナ
」
碧
き
水
底

に

中
　
谷
　
あ
き
ら

群
青

の
空
と
海
鳴
り
漕
ぎ
行
か
ん

遥
か
な
る
島
か
と
見
れ
ば
茜
雲

折
［　
舟

風
は
無
言
今
日

一
日
を
弾
ま
せ
る

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
早
い
リ
ズ
ム
の
輪
に
入
る

森
　
安
　
文
　
子

交
替
で
家
出
を
し
た
い
倦
怠
期

ス
タ
ー
ト
の
出
来
如
何
だ
ぞ
巨
人
軍

佐
々
木

　

　

光

ク
レ
マ
チ
ス
の
花
荘
野
　
丹
秀

（内
海
町
）

大
地
か
ら
茎
を
通
り
花
の
葉

の
先
に
ま
で
、

し
み
通

っ
て
行
く
生
命
の
流
れ
。
私
達

の
人
生

も
、
花
の
姿
に
似
た
ド
ラ
マ
の

一
つ
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

一
編
集
後
記

一

『会
社
め
ぐ
り
』
を
休
ま
せ
て
も
ら

っ
て
、

『年
金

コ
ー
ナ
ー
』
と
し
ま
し
た
。

原
稿
が
印
刷
に
回

っ
た
頃
、
年
金
額
改
定
通

知
書
が
届
き
、
二
万
円
ア
ッ
プ
。
退
職
し
て
二

年
、
初
め
て
の
ベ
ア
で
し
た
。
　

　

（愛
原
）

一
　

近
況
短
信

（
二
百
字
程
度
）

一
一　
短
歌
、
俳
句
、
川
柳

〓
一　
サ
ー
ク
ル
の
活
動
状
況
等

（写
真
可
）

四
　
随
想
等

（八
百
字
程
度
）

／
切
は
八
月
末
口
で
す
。
会
員
多
数
か
ら
の

投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

四
国
電
友
会
会
報
　
第
八
七
号

平
成
六
年
七
月

一
日

編
集
発
行
　
一咆
友
会
四
国
地
方
本
部

松
山
市

一
番
町
四
ノ
三

Ｎ
Ｔ
Ｔ
四
国
支
社
内

電
話

δ
八
九
を
手
（上

０
■
二

印

　

刷
　
四
国
電
話
印

刷
株
式
会

社

平成5年度 電 資々材部OB会  平成6年 3月 5日  於 :番町会館
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今までは、漢字i昆じりの文については、NTTの指定文
例のみとさせていただいておりました力ヽ この度、任意の

文等すべてのものに漢字がお使いいただけるようにな

りました。また、ご希望 :こより縦書きの毛筆書体もご使用

いただけます。

X縦書きの毛筆書体については
一部地域でこ利用出来ない場合

がありますので、詳しくはお中

し込みの際におたすねください。

(例 )

ごそつぎょうおめでとうございま丸 はるからはいよいよちゅうがくせ

いですね。べんきょうに、クラブかつどうに、ますますがんばってくだ

さtヽ。
↓

ご卒業おめでとうございま丸 春からはいよいよ中学生ですね。勉

強に、クラブ活動に、ますます頑張ってください。

ご指定いただける文例は、今まで約200種類でしたが、

この度大幅に追加し、約1,000種類からお選びいただ

けるようになりました。

今まで配達 日の10日 前から3日 前までにお申し込みい

ただいた慶弔電報について実施していた事前発信の

期間を、lヵ月前から3日 前までと大幅に拡大しました。

これに伴い

お申し込みは、電話で115番ヘ

(受付時間 午前8時～午後10時 )

こころを打ちままことばのギフト.

お問い合わせ番号面瑚120077115

oNTT z〃筵鷺≒

′

ヽ

電報に、漢字が ご指定いただける文例を、

使る ようになりま眈 。 大幅に追加口しました。

事前発信倍lヨ

1大幅に拡大しまりヽ

DENP0115
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